
５月１３日　メテオラの修道院を見に行きました。久しぶりにギブアップ寸前までいきました。。。

カランパカのダウンタウン。
昨日は夜に着いたのでよく見えませんでした。

メテオラ行きのバス停で近寄って来たわんちゃん。
ギリシャの野良犬はフレンドリーだけど、
かならず足が折れた跡があります。
車に轢かれちゃうんだね。

バスに揺られること１５分。
ついに第一の修道院に到着。

がんばるぞぅ。

なんていい眺め。。。
けれど、どうも優しい目で見られないのは
これから登らねばならぬことが分かっているから。

真下から見上げるとこんな感じ。
昔はこれをはしごで登っていたんですって。



えーと、、、
このお骨達はいったい。。。

修道院内部は撮影が禁止されています。
なので目でしっかりと見てきました。

１つ目の修道院から歩いて７分くらい。
２つ目の関門です。

どの修道院も、
中に入るときにはロングスカート。
各修道院で貸してくれます。

この岩、落っこちてこないのかしら。 いい眺め。
それにしても高いなぁ。

第三の修道院まで徒歩２０分。
２台の自転車とすれ違いました。
車で見て回る人が多い中、私のように徒歩や自転車
で
周る人に会うと（滅多に会わないけど）
奇妙な連帯感を感じてしまいます。



ここは昔、
湖の底だったのでしょうか。
それとも砂に埋もれていたのでしょうか。
岩が侵食されています。

３つ目の修道院の入り口に到着。
入り口です。入り口。
遠いなー。。。

ぜぇ、ぜぇ、ぜぇ、、、、、。
お手洗いに行きたくなってきました。

階段を登ると「お手洗い」のマーク。
ちょっとぉー！
なんでせっかく登ったのに、
また下らないとお手洗いに行けないのぉ？

観光バスで周っているほとんどの人達は
大変元気がよく、
一人で　ぜーぜー　言っている私を横目に
写真を撮りまくっていました。

うーん。
次が怖いんだよなぁ。。。
確かここから２ｋｍ歩かないと４番目がないのよね。



歩く。　歩く。　ひたすら歩く。 歩けど歩けど岩ばかり。 ああ、岩が斜めに見えてきた。。。

ヘロヘロになっていた私を救ってくれたのは、
ベルギーから来た親子であった。
車で４番目まで乗っけていってくれました。
た、助かったーーーー。

４番目の修道院。
車で来た分、少し優しい目で見られるわ。

この修道院、めちゃくちゃ人が多い！
拝観料がたくさん入るせいか、
いろいろと設備が行き届いていました。 ベルギーから来た、

お年寄りのお父さんとその娘さんに別れを告げ、
さあて、最後の修道院に行きましょう。



えーと。。。マジっすか？ ←　修道院。

←　入り口。

えーい、こうなりゃ行くしかない。

や、やっと崖の下まで来ました。
後ろを振り向くと　ぎょっ。
こんなに歩いたの、私？

いきなり目の前に壁がっっ
と思ったら階段だった。
うそぉーーー。

ああ、もう上りますよ。
上ればいいんでしょ、上ればっっ。
（別に誰に強制されているわけでもないが、
　つい強要されているような気持ちになる。）



今度は狭い通路を抜けると。。

やっと修道院に到着。

そしてこの修道院に来ないと見られない、
このすばらしい眺め。
また、ここは観光客がほとんど来ない修道院。
地味な内部でしたが、とても素敵でした。

また帰りの道を　へぇへぇ　と歩いて上りました。
ふと後ろを振り向くと、
修道院まで小さなロープウェイが渡るのが見えまし
た。
ちょっと待って、、、

まさかあの中に修行僧さんが乗ってないよね？？
観光客がこれだけ苦労しているのに、
まさか修行僧さんがあんな楽してないよね？？？

思わず足を止め、ロープウェイの行く先を見届けた
私。
大丈夫でした。
どうやら物資を運んでいたようです。
あーびっくりした。

身の清まる思い。



カランパカの町へ戻る途中。
私は道を間違ってしまいました。
気づいた時にはもう遅し。
町まで７ｋｍ歩くはめになりました。
あーん、私のバカーーー。

道脇に見つけた　靴と靴下。
きっと私と同じような人が過去にいたんだわ。
「やってられっか！」
って、靴も靴下も放り投げて裸足で歩いたのね、きっと。
友よ、その気持ち、よぉーーーく分かるわ！

道中、放し飼いの牛さんに凝視されました。

”こんなとこ歩いてる珍しい人がいるぞー。”

それからまた２ｋｍほど歩いたところで、
いきなり車から女性にこれを手渡されました。

「今のあなたに必要だと思うわ。
　とても興味深い内容だから、歩きながら読んでね。」

後でよく見たら、何かの宗教のバンフレットでした。

おーい。。。。

そしてその夜泊まったのはこのレンタルルーム。
１泊３０００円。
ダウンタウンからはちょっと離れますが、
なかなかいい部屋でした。



５月１４日。アテネに戻る予定だったのですが、機能１０ｋｍ以上も歩いた私はバテました。カランパカにもう１泊することを決断。

こぼれ話ですが、
昨夜宿泊したホテルで最初に応対したのは雇われ人でした。
シャワーのことでもめていると、
その雇われ人はオーナーを電話で呼び出し。
さっそく来たオーナーが、
「えーと、、、君は４０ユーロ払っているんだね。」
はっっっ？？
「５０ユーロ！キャッシュ！支払い済みよ。」
「え？でもこの宿泊帳には４０ユーロって書いてあるから。。。」

どうやら私から５０ユーロを奪った雇われ人は、
１０ユーロをピンハネしていたようです。

朝出かける前にホテルに荷物を預けていました。
修道院めぐりから帰ると、昨日とは別の人が
ホテルのフロントにいました。
そのホテルに紹介してもらった別のレンタルルーム。
レンタルルームのオーナーが車で私を迎えに来まし
た。

「一泊いくらなの？」

と、私が聞くとすぐさまホテルの人となにやら会話。
しばらくして、

「４０ユーロだよ。ここの値段と一緒だよ。」

ほう。。。値段あわせだね。

どうやら昨日の雇われ人が書いていた
宿泊帳にあった数字を見たらしい。

とういことは、もしあの雇われ人がちゃんと５０ユーロと
申告していれば、
今宵の私の宿泊代も５０ユーロとなっていたのね。

なんとまぁ。。。
災い転じて福となす。
あの雇われ人に感謝だわ。

今度は熱いお湯もちゃんと出そうですしね。

レンタルルームを拠点に町を散策。



どうみても廃屋。 げ。動物の毛皮が干してある。。。 古い車がよく似合う町だわ。

作りかけの家が多い国だと思いました。

え。。。
これって将来階段になるの？

ビザンチン教会です。
あら、修道士さん。 修道士さんと車って

あまりマッチしないかも。

日曜日のせいか、
店がまったく空いていません。



明日は朝６時半の電車でアテネに向かいます。
カランパカでのんびりできた分、アテネではちょっと忙しいかな。

とある小さな銀行での看板。

なんじゃぁー、この日本語は！！
こういうの大好きだぞぅ。

レンタルルームに帰りましょう。 あれ？
「ELENA　１５０ｍ先」
「ALSOS　２００ｍ先」

→　ELENA。
←　ALSOS。
　　　（私の泊まっているレンタルルーム）

隣同士なんですけど。。。。

”気が向いたらまた来てにゃん。”


